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I. I. I. I. 問題問題問題問題とととと目的目的目的目的    

動物看護師は、近年のペットの増加やそれに伴う業務の増加によって、職業的役割が重

要視されている職業である。また、動物看護師は、ペット動物を扱う仕事であると同時に、

飼い主の訴えや要求を聴き、対応しなければならないヒューマン・サービス職であるとも

言える。従来、看護師、介護士等のヒューマン・サービス職は「バーンアウト」という特

有のストレス状態に陥りやすいことが指摘されてきた。また、現場において獣医療特有の

さまざまなストレッサーが存在することが指摘されてきたが、日本では動物看護師のスト

レス要因に関する実証研究はほとんどなされていない（中川,2009）。今後も獣医療への期

待は高まっていくことが予想されるが、動物看護は近年になって注目され始めた新しい分

野であるため組織的なケアが十分に行われていない現状がある。そこで本研究では、まず、

動物看護師の職場ストレス状況を把握するため探索的に、ストレス状況について動物看護

師と他の職種との比較、動物看護師内での属性の違いによる比較を行う。その上で、動物

看護師のバーンアウト傾向について、職業性ストレス、感情労働、オーバーコミットメン

トとの関連を検討し、動物看護師のストレス様相について明らかにすることを目的とする。 

    

ⅡⅡⅡⅡ. . . . 方法方法方法方法    

手続手続手続手続きききき：：：： 調査は 2010 年 6 月、無記名の質問紙法にて行い、日本動物看護学会会員 1910

名を配布対象とした。回収数は 150（回収率 7.9％）であり、そのうち現職でない 2 名及

び、データに欠損のあった 34 名を除いた 114 名を分析対象とした。 

調査内容調査内容調査内容調査内容：：：： バーンアウト傾向を測定するものとして「日本語版バーンアウト尺度（久

保,2007）」、職業性ストレス及びオーバーコミットメントを測定するものとして「日本語

版努力－報酬不均衡モデル職業性ストレス調査票（堤,2007）」、感情労働を測定するもの

として「感情労働尺度（荻野・瀧ヶ崎・稲木,2004）」、ワーク・エンゲイジメントを測定

するものとして「ユトレヒト・ワーク・エンゲイジメント尺度日本語版（島津・小杉・鈴

木他, 2007）」を使用した。また、属性として、年齢・性別・勤務年数・勤務先のスタッフ

数・雇用形態・勤務形態・休日日数・労働時間・年収・職場でストレスを感じる要因（自

由記述）・やりがいや充実感を感じる要因（自由記述）を尋ねた。なお、ワーク・エンゲイ

ジメントは本研究では分析の対象からは外すこととした。 

    

ⅢⅢⅢⅢ. . . . 結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

まず、探索的に行った他職種との比較においては、動物看護師は一般職よりも努力量が

多く、報酬が少ないことが分かった。また、情緒的消耗感、脱人格化は看護師や介護士よ

りも低い一方で、個人的達成感は高かったことから、一般的なヒューマン・サービス職の

バーンアウトの特徴とは若干傾向が異なることが考えられた。さらに、動物看護師の属性

別比較からは、規模が大きい病院に勤務し、雇用形態が安定せず、年収が低く、勤務年数

が短く、労働時間が長いなどの場合に、職業性ストレス、バーンアウト、感情労働などの

ストレス傾向が高まりやすいことが示唆された。バーンアウトとの関連については、職業

性ストレスや、オーバーコミットメント、感情労働の一部の因子との間に有意な正の相関

関係が見られ、動物看護師においてもこれらのストレス要因を、バーンアウトに影響する

要因として考えることの重要性が示唆された。 
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